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東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
は
、
東
日
本
の
広
範
囲
に
わ

た
り
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
多
く

の
方
々
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
内
で
は
人
的
被
害
９
件（
重
傷
４
件
、

軽
傷
５
件
）の
ほ
か
、
道
路
や
建
物
な
ど

の
損
壊
、
塀
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
多
数
発

生
し
ま
し
た
。
公
共
施
設
の
中
に
は
市
役

所
本
庁
舎
の
損
壊
も
含
ま
れ
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
強
い
揺
れ
を
伴
う
余
震
が
続

く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
後
も
引
き
続
き
、
市
や
報
道
機
関
か
ら

の
情
報
を
注
意
深
く
ご
覧
い
た
だ
き
、
落

ち
着
い
て
行
動
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
市
役
所
本
庁
舎
が
損
壊
を

受
け
た
た
め
、
市
役
所
の
次
の
窓
口
業
務

に
つ
い
て
は
当
分
の
間
、
市
役
所
南
別
館

２
階
会
議
室
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
各
課
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
18
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　・
市
民
課
窓
口（
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
の
交
付
、
住
民
異
動
届
・

　

戸
籍
の
届
出
な
ど
）

・
税
務
課
窓
口（
税
の
証
明
書
の
交
付
、

　

軽
自
動
車
登
録
な
ど
）

　

※
市
民
税
係
・
資
産
税
係
の
業
務
を
除
く
。

・
収
税
課
窓
口（
市
税
等
の
納
付
相
談
、

　

収
納
な
ど
）

・
国
保
年
金
課
窓
口（
各
種
医
療
費
助
成

　

申
請
の
受
付
、国
民
健
康
保
険
の
資
格

　

取
得
・
喪
失
届
の
受
付
な
ど
）

・
会
計
課
窓
口（
市
税
等
の
収
納
な
ど
）

　　

な
お
、
各
支
所
・
出
張
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
ど
お
り
の
業
務
に
な
り
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
、
ご
み
焼
却
施
設（
広
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
）の
一
部
に

破
損
が
生
じ
た
た
め
、
修
繕
工
事
が
完
了

す
る
ま
で
の
間
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
が
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
緊
急
措
置
と
し
て
、
可
燃

ご
み
の
一
時
保
管
場
所
を
設
け
、
一
時
ス

ト
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
計
画
停
電
の
長
期
化
」に
よ
り
、
今
後

さ
ら
に
ご
み
処
理
業
務
に
影
響
が
で
て
し

ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
う
し
た
状
況
が
改
善
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

可
燃
ご
み
の
収
集
回
数
を
こ
れ
ま
で
の
週

２
回
か
ら
週
１
回
の
収
集
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
○
可
燃
ご
み
収
集
日

・（
変
更
前
）
月
、
木
曜
日
の
地
区

　　
　
　
　
　

←　

　
（
変
更
後
）
月
曜
日 

の
み

・（
変
更
前
）
火
、
金
曜
日
の
地
区

　　
　
　
　
　

←　

　
（
変
更
後
）
火
曜
日 

の
み

　

可
燃
ご
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
不

燃
ご
み
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
ご
み
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
ご
み
の

中
に
は
、
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

雑
誌
や
紙
類
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
『
チ
ラ
シ
、
雑
誌

類
の
分
別
の
徹
底
』に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
詰
め
替
え

用
の
使
用
や
、
生
ご
み
の
十
分
な
水
き
り

な
ど
、『
家
庭
内
で
で
き
る
ご
み
を
減
ら

す
工
夫
』に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　
（
２
０
）２
２
７
０

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

計
画
停
電
の
実
施
に
よ
り
、
自
家
発
電

装
置
を
備
え
て
い
な
い
マ
ン
ホ
ー
ル
内
の

ポ
ン
プ
が
停
止
す
る
た
め
、
汚
水
が
マ
ン

ホ
ー
ル
か
ら
あ
ふ
れ
出
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
下
水
道
課
で
は
、
計
画
停
電
時
に
自

家
発
電
装
置
や
バ
キ
ュ
ー
ム
車
を
用
意
し

て
、
汚
物
が
路
上
に
あ
ふ
れ
出
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
排
水
量
が
多
い

時
間
帯
で
は
対
応
が
追
い
付
か
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
計
画
停
電
を
実
施
し
て
い

る
時
間
帯
に
お
い
て
は
、
下
水
道
へ
の
排

水
は
必
要
最
小
限
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
管
理
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
２

　

３
月
30
日
、
紫
塚
浄
水
場
な
ど
市
内
７

カ
所
の
地
下
水
お
よ
び
北
那
須
水
道
用
水

の
蛇
口
水
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
放
射
性

ヨ
ウ
素
お
よ
び
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
も
検

出
限
界
以
下（
13
ベ
ク
レ
ル
／
kg
未
満
）

で
し
た
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
管
理
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
３

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

市
の
窓
口
業
務

水
道
水
の
水
中
放
射
性
物
質
濃
度

可
燃
ご
み
の
排
出

分
別
の
徹
底
、
ご
み
を
減
ら
す
工
夫

収
集
回
数
の
変
更
　
週
２
回
か
ら
１
回
へ

下
水
道
へ
の
排
水
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  名　称

り災証明
　
　
　
　
　
　
被災申出
証明

　  　申請に必要なもの

・り災証明願 （窓口備え付け）
・被害状況が分かる写真
　(屋根瓦のずれ、柱・床・天
　   井のゆがみ、外壁・内壁・
　   基礎のひび割れなど）
・身分証明書 （運転免許証等）
・印鑑
・印鑑

　申請できる方

・り災された本人
・同居の親族
・使用者
　
　
　
　
・被災された本人

申請先・問い合わせ

税務課税制係
（南別館２階）
　 　（23）8 7 8 5
　
　
　
　
総務課総務防災係
（東別館２階）
 　　（23）1 1 1 1

※ り災証明については、原則として復旧後の証明はできません。

　

今
回
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
よ
り
家
屋

が
破
損
し
た
場
合
、
そ
の
程
度
を
認
定
基

準
に
基
づ
き
判
定
し
、「
全
壊
」、「
大
規

模
半
壊
」、「
半
壊
」、「
一
部
損
壊
」の
い

ず
れ
か
の
認
定
結
果
を
市
が
証
明
す
る
も

の
で
す
。

　

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
各
種
支
援
制
度

な
ど
を
ご
利
用
に
な
る
際
に
は
、
多
く
の

場
合
、
こ
の
証
明
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
証
明
の
発
行

を
行
う
た
め
、
被
害
認
定
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
り
災
証
明
書
の
発
行
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
の
で
、
申
請
を
受
け
て
、
そ

の
場
で
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

被
害
状
況
が
基
準
に
満
た
な
い
場
合
、
証

明
書
が
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

　

５
月
31
日（
火
）　

午
後
５
時
15
分
ま
で

※
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
か
か
わ
る

　

り
災
証
明
の
場
合

　
「
自
然
災
害
に
よ
り
家
財
な
ど
に
被
害

が
あ
っ
た
こ
と
を
市
に

申
し
出
た
こ
と
」を
証
明

す
る
も
の
で
す
。

　

家
財
道
具
や
電
化
製
品

な
ど
の
保
険
金
の
請
求
で

必
要
と
な
り
ま
す
。

 　　

地
震
に
よ
り
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受

け
た
世
帯
に
対
し
、
生
活
を
再
建
す
る
た

め
に
、
支
援
金
の
給
付
を
行
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
被
災
世
帯

１ 

全
壊
し
た
世
帯

２ 

住
宅
が
半
壊
し
、
や
む
を
得
ず
解
体
し

　

 

た
世
帯
ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が

　

 

生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解 

　

 

体
し
た
世
帯

３ 

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、 

災
害

　

 

に
よ
る
危
険
な
状
態
が
継
続
し
、
住
宅

　

 

に
居
住
不
能
な
状
態
が
長
期
間
継
続 

し

　

 

て
い
る
世
帯

４ 

大
規
模
半
壊
世
帯

●
支
援
金
の
支
給
額

　

支
給
額
は
、
次
の
二
つ
の
支
援
金
の
合

　

計
額
と
な
り
ま
す
。

① 

住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

 

支
援
金（
基
礎
支
援
金
）

② 

住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

 

支
援
金（
加
算
支
援
金
）

●
申
請
先　

総
務
課
総
務
防
災
係

●
申
請
期
間

① 

基
礎
支
援
金　

災
害
発
生
か
ら
13
月
以

　

 

内（
平
成
24
年
４
月
10
日
ま
で
）

② 

加
算
支
援
金　

災
害
発
生
か
ら
37
月
以

　

 

内（
平
成
26
年
４
月
10
日
ま
で
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

　

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
方

に
次
の
と
お
り
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
受
付
期
限　

５
月
31
日（
火
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
７

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け

た
方
へ

り
災
証
明
・
被
災
申
出
証
明

　　被害の程度　　

全壊
（５割以上の損壊）
半壊以上（２割以上、
５割未満の損壊）
　
一部損壊（２割未満
の損壊）

見舞金額

　
５０，０００円

　
３０，０００円

　
　

１０，０００円

　    申請に必要なもの

・り災証明
・被害状況が分かる写真
・身分証明書（運転免許証等）
・預貯金通帳
・被害状況が分かる写真
・身分証明書（運転免許証等）
・預貯金通帳

※ 写真は、「住宅全体の写真」と「被害を受けた部分の写真」
　（屋根瓦の割れ、内壁・基礎のひび割れなどの写真）をご用
　意ください。

り
災
証
明

被
災
申
出
証
明

災
害
見
舞
金

対象被災世帯 ①基礎支援金

※ 世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額の３/４の額
　（例）「大規模半壊」で「補修」の場合
　　（基礎）37 万５千円+（加算）75 万円 =（合計）112 万５千円

建設・購入
補修
賃借

建設・購入
補修

賃借

２００万円
１００万円
５０万円
２００万円
１００万円

５０万円

②加算支援金 合     計

３００万円
２００万円
１５０万円
２５０万円
１５０万円

１００万円

　
１００万円

５０万円

全壊
（１、２、３の場合）

大規模半壊
（４の場合）

【 支援金の支給額 】

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
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